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財団法人海洋生物環境研究所は、発電所の取放水等が海の環境やそ
こに生息する生物に与える影響を科学的に解明する中立的な調査研究
機関として、農林水産省、経済産業省、環境省の共管のもと、昭和５０年
に設立されました。

これまで大規模発電所の取放水が生物に及ぼす影響の解明を中心
に、食の安全･安心や海生生物の保護に係わる海洋環境中の微量化学
物質や放射能の実態把握等の調査研究を国や民間からの委託をうけて
実施しております。
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CO2が海洋生物におよぼす影響（１）CO2が海洋生物におよぼす影響（１）

大気中の二酸化炭素（CO2）濃度が上昇することによって、
地球の温暖化や、海洋の酸性化などが起こっていると言わ
れています。このため、CO2濃度の上昇が海洋環境へ与え
る影響を予測する技術や対策技術が検討されています。海
生研では、経済産業省の補助金を得て（財）地球環境産業技
術研究機構が進めるプロジェクトの一環として、海水の
CO2濃度の上昇が海洋生物におよぼす影響について研究を
行っています。次回から、最近に得られた研究成果を紹介
します。

（中央研究所  海洋生物グループ  吉川貴志）

海洋生物へのＣＯ2の影響は？



海とその生物にまつわる諺
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や格言
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についてお話ししましょう。
今回のテーマは、あいなめ（カサゴ目アイナメ科アイナメ

属）です。
アイナメは漢字で鮎魚女、鮎並、愛魚女、愛な女などと書

かれ、英名はGreenlingです。
また、地方名は様々あり、アブラコ（北海道）、ネウ・ネウ

オ・シンジョ（東北各地）、アイナ・エイナ（茨城）、ベロ（静
岡）、シジュウ（北陸）、アブラメ（関西以西）、ナメイオ・コモ
ズミ（三重）、モズ（中国地方）、モミダネウシナイ（愛媛）、
ヤスリ（長崎）などと呼ばれています。

アイナメは岸からそれほど遠くなく、比較的水深の浅い
藻場や岩場に棲み付いているため、昔からよく釣られ、食さ
れ、親しまれてきました。そのため各所でさまざまな呼び
方をしています。その姿形や行動が鮎に似ていたり、鮎のよ
うに縄張りを持つことから、“鮎のような魚”という意味で

「鮎魚女」と呼ばれたり、体が脂っぽいところから「アブラメ」
などとも呼ばれています。

体は紡錘形でやや側扁し、全長４０㎝に達します。体色は、
普通は茶褐色、暗緑色、灰色のまだら模様ですが、産卵期の
雄は鮮黄色となります。主な漁法は、刺し網や小型底曳き
網などで、周年漁獲されます。また、遊漁対象としても人気
が高く、磯釣りや船釣りが行われています。

早春や産卵期の秋から初冬にかけてが盛漁期ですが、食
べ頃は晩春から夏にかけてです。刺身はコリコリと弾力が
あり、塩焼き、煮付け、汁物などに加熱しても身は軟らかく、
くせがありません。

二階堂清風編著「釣りと魚のことわざ辞典」東京堂出版より転載。

魚のことわざ
〈その29〉

——アイナメ——

魚のことわざ
〈その29〉

——アイナメ——

アイナメは日本全国沿岸の海藻の多い岩礁地帯（根）に
棲む魚。従って根掛かりして仕掛けを取られやすいが、
それを怖れていたのでは釣果が上がらない。メバルにも
同義語がある。

アイナメは一度合わせ損なっても（抜き上げないで）そ
のまま３０㎝くらい上げて再び誘うのが釣果を上げるコ
ツ。餌が付いていれば、必ずまた飛び付いて来る。一度
目のコツンは、餌をくわえたときのものだから、糸を少
し送り込み次のゴツゴツという、魚信（あたり）を待つ。
この糸を送り込んで「魚信を聴く」呼吸と、二度追いさせ
るのがこの釣りの釣り技。
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